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​通期連結業績予想と実績との差異及び前期実績との差異に関するお知らせ​

​　2025年12月期の連結業績に関して、業績予想及び前期実績との間に差異が生じましたので、​
​下記の通りお知らせいたします。​

​　​​１. 2025年12月期通期連結業績と業績予想の差異​

​売上高​ ​営業利益​

​前回発表予想（A）​ ​百万円​

​4,900​
​百万円​

​△58​

​当期実績（B）​ ​4,895​ ​△10​

​増減額（BーA）​ ​△4​ ​47​

​増減率（％）​ ​△0.1%​ ​ー​

​＜差異の理由＞​

​　売上高は、主力サービスである「SPIDER+」の販売や、既存顧客に対するBPOサービスやプ​
​ロフェッショナルサービス等のソリューションサービスの提供が想定どおりに進捗した結果、​
​業績予想と概ね同水準の4,895百万円となりました。また、効率的な投資とコストコントロール​
​を実施した結果、当事業年度の営業損失は業績予想を上回り改善しました。​



​　２.2025年12月期通期連結業績と前期実績値との差異​

​売上高​ ​営業利益​ ​経常利益​
​親会社株主に​

​帰属する​
​当期純利益​

​1株当たり​
​当期純利益​

​前期実績（A）​
​（2024年12月期）​

​百万円​

​4,072​
​百万円​

​△519​
​百万円​

​△525​
​百万円​

​△771​
​円 銭​

​△21.92​

​当期実績（B）​ ​4,895​ ​△10​ ​△40​ ​△17​ ​△0.49​

​増減額（BーA)​ ​823​ ​508​ ​485​ ​754​ ​21.43​

​増減率（％）​ ​20.2%​ ​―​ ​―​ ​―​ ​―​

​＜差異の理由＞​

​売上高は、主力サービス「SPIDER+」の既存顧客に対するオプション機能等の追加導入や顧客​
​内における未導入ユーザーの導入が進んだことによるストック収入増加を主な要因として、大​
​幅に増加しました。営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益においては、効率​
​的な投資とコストコントロールを実施した結果、前期実績から改善いたしました。これによ​
​り、当事業年度の業績予想及び前事業年度の実績値と当事業年度の実績値との間に差異が生じ​
​ております。​

​以上​


